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Ⅳ　水質汚濁防止対策

1．水質汚濁の規制

水質汚濁防止のため、水質汚濁防止法が昭和46年6月に施行され、事業活動に伴う排出水の規制を

はじめ、生活排水対策も含めて国民の健康の保護と生活環境の保全を図る目的で各種施策が講じられて

いる。

水質汚濁防止法に基づく高砂市内に設置されている特定施設の種類は表4－1に示すとおりであり、

事業所数は161である。このうう総量規制の適用を受けるのは41事業所である。

また、瀬戸内海の特殊性と汚濁の深刻化に対処するため、一水質汚濁防止法の特別法として瀬戸内海環

境保全特別措置法が施行されており、特定施設の設置等に際しては事前評価制度並びに許可制度がとら

れでいる。し、平成22年度中に高砂市で縦覧に供された事前評価の件数は9件だった。

法令による規制のほか、環境の保全と創造に関する条例、高砂市環境保全条例及び環蛍保全協定にお

いても、それぞれの特徴を生かした規制を行っている。

表　4－1　水質汚濁防止法に基づく高砂市内に設置されている特定施設の鱒類1

（平成23年3月末現在）

特　定　施　設　の　種　類

畜産食料品製造業用施設

水産食料品製造業用施設

みそ・しょう油・グルタミン酸ソーダ等製造業用施設

飲料製造業用施設

動植物油脂製造業用施設

イースト製造業用施設

めん類製造業用湯煮施設

豆腐又は煮豆製造業用蓼煮施設

紡績業又は繊維製品製造若しくは加工業用施設

化学繊維製造業用施設

パルプ、紙又は紙加工品製造業用施設

新聞業、出版業、印刷業又は製版業用施設

無機顔料製造業用施設

前2号以外の無機化学工業製品製造業用施設

発酵工業用施設

有機顔料又は合成染料製造業用施設

合成樹脂製造業用施設

合成ゴム製造業用施設

前6号以外の石油化学工業用施設

石けん製造業用施設

硬化油製造業用施設

脂肪酸製造業用薫りゆう施設
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28号から前号まで以外の有機化学工業製品製造業用施設

医薬品製造業用施設

ガラス又はガラス製品製造業用施設

セメント製品製造業用施設

生コンクリート製造業用バッチヤープラント

窯業原料精製業用施設

砂利採取業用水洗式分別施設

鉄鋼業用施設

非鉄金属製造業用施設

金属製品製造業又は機械器具製造業用施設

石炭を燃料とする火力発電施設のうち、廃ガス洗浄施設

水道施設、工業用水道施設用浄水施設

酸又はアルカリによる表面処理施設

電気メッキ施設

旅館業用施設

飲食店に設置されているちゆう房施設

洗たく業用洗浄施設

写真現像業用自動式フイルム現像洗浄施設

病院に設置される施設

自動式車両洗浄施設

科学技術に関する研究、試験、検査等の業務用施設

一般廃棄物処理施設である焼却施設

産業廃棄物処理施設

トリクロロエチレン、テトラクロロ羊チレン又はジクロロメタンによる痍浄施設

トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン又はジクロロメタンの蒸留施設

し尿処理施設

下水道終末処理施設

特定事業場から排出される水の処理施設

せ指定地域特定施設
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2．生活排水対策

（1）生活排水対策

生活排水とは、し尿と生活雑排水（日常生活に伴って排出される台所、洗濯、風呂等からの排水）を

いう。生活排水の平均的な発生負荷量（BOD）は、1人1日当たり約40gであり、そのうち生活雑

排水が約6弓％にあたる27gを占めている。家庭から排出される汚濁負荷量は、生活排水の処理形態

により異なっており、なかでも単独処理浄化槽の設置家庭からの汚濁負荷量は大きい（表4－2）。

これらの生活排水は、個々の負荷量は小さいが、総量としては大きい汚濁源となる。

表　4－2　　汚濁負荷量源単位（BODg／人・日）

／‾‾

し　尿 生活雑排水 合　　計

発生負荷量 13 27 40

汚

濁

負

荷

量

くみ取り処理 0 27 27

単独浄化槽 4．5 27 31．5

合併処理浄化槽 4 4

本市では、生活排水対策として後述の下水道の整備と併せて、平成6年度から下水道事業計画区域で

あって、当分の間、下水道の整備が見込まれない区域にあっては、下水道が整備されるまでの間、合併

処理浄化槽による個別処理方式をすすめている。

合併処理浄化槽については、「合併処理浄化槽設置整備助成制度」を設け、設置費の一部を助成し、

個人負担額について融資するなどにより、その普及促進に努めている。平成22年度は3基の合併浄化

槽について助成を行った。

また、家庭における汚濁負荷量の低減のため、啓発パンフレット等を作成し、PRに努めている。

（2）高砂市公共下水道の概要

本市は、昭和26年に公共下水道事業の認可を受け、翌27年に着手し現在に至っている。その間、

昭和40年11月1日に高砂浄化センター合流処理施設が供用開始となり、昭和59年7月1日には伊

保浄化センターが一部供用開始となった。平成7年2月1日には高砂処理区のうち分流区域の汚水を処

理するために、高砂浄化センタ上分流処理施設が供用開始となった。

本市の公共下水道計画は、新幹線以南の単独公共下水道区域と以北の流域関連公共下水道区域に分類

される。

単独公共下水道及び流域関連公共下水道は市独自で整備を進めているが、流域関連公共下水道は県施

工の流域下水道（高砂幹線）に接続が完了し、幹線管粟の延伸、面整備の促進中である。

単独公共下水道区域のうち、北浜処理区については姫路市との広域処理で、当処理区から排出される

汚水は姫路市大塩終末処理場にて平成7年3月31日から処理開始となった。

各処理区の概要は次表のとおりである。
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処　 理　 区　 名 ‾ 排除方式 計画処理面積（ha） 計画処理人口（人） 処理場名称

単

独

高　　　 砂
分　　 流 182 11，500

高砂浄化センター
一部合流 （188） （11，400）

伊　　　 保 分　　 流
492 33，100

伊保浄化センター
公

共

（526） （33，000）

北　　　 浜 分　　 流
58 3，400 姫　 路　 市

（124） （3，・700） 大塩終末処理場

流域
加古川下流 分　　 流

669 43，450 兵庫県加古川下流

関連 （1，126） （45，800） 浄化センター

合　　　　　　 計
1，401

（1，964）

91，450

（93，900）

（注）上段は事業認可、下段は全体計画。

平成23年3月末における本市の整備状況は、処理開始面積が1，287ha、処理人口が85，9

00人で、行政人口（95，800人）に対する人口普及率は89．7％である。
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3　水質環境調査

（1）河川調査

（∋　調査概要

本調査は河川の水質と底質の実態を把握し、療境保全対策に資するために定期的に実施している

ものであり、平成22年度は水質調査を2河川2地点で6回、3河川6地点で12回、底質調査を

4河川4地点で1回実施した。

調査地点は、図4－1に示している。

（診　調査結果

ア　水質

（項目別）

健康項目（カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、総水銀、PCB他20項目）については、西浜

川　㈲ll起点）、天川（天川橋）、松村川（松陽橋）、法華山谷川（千鳥橋）・、加古川（相生橋）の5河

川5地点において調査を実施した。一部の地点で、ふっ素、ほう素が基準を超過したが、いずれも感潮

域であり、海水の影響と思われる。その他はいずれも基準値以下で、汚染は認められなかった

生活環境項目については、全地点とも全般的に大きな変化はみられなかった。

（河川別）

・西浜川は、生活排水の影響を多く受けている小柳Itであり、大腸菌群数が市内5河川の中で比較的高

い値を示した。またDOが低い時があった。

経年的にみると、下水道が整備され、改善傾向にあったが近科ま横ばい傾向である。

・天川は加古川につぐ良好な水質を保っており、経年的にも大きな変化は認められなかった。

・松村川はBOD、COD及びSSは例年と同様に比較的高い値を示した。

全般的に高い値を示しているが、経年的にみると改善慎向にある。

・法華山谷川は、pHを除き生活環境項目全般において、他河川と比較して高い値を示した。BOD、

DOの経年変化をみると横ばい傾向である。また、下流の千鳥橋では、海水の流入により上流地点よ

りも水質の改善がみられる。

・加古川は環境基準B類型に設定されており、生活環境項目（PH、BOD、SS、DO、大腸菌群数）

の環境基準値が定められている。

BODについては、環境基準内であり、年間を通じた評価を示す75％値は低い値だった。PHが加

古川堰堤において、また、大腸菌群数が加古川堰堤、相生橋ともに環境基準を超過する時があった。

その他の項目は全て環境基準以下だった。

BODとDOの経年変化をみると、加古川堰堤、相生橋とも横ばい状態である。

全窒素、全りん、その他の項目においては他河川と比較して低い値を示した。

以上を総合すると、今年度も加古川は市内の5河川の中で最も良好な水質であり、経年的にも大きな

変化は認められなかった。

調査結果は、表4－3、図4－3、4－4に示している。

イ　底質

底質中の有害物質については、各河川の下流部で調査を実施した。

総水銀、PCBとも暫定除去基準値を超えるものはなく、また、カドミウム、鉛についても特に著しい

変化は認められなかった。

ー71－



底質の調査結果は、表4－4に示している。

（2）海域調査

（∋　調査概要

本調査は海域の水質と底質の実態を把直し、環境保全対策に資するために定期的に調査を行っているも

ので、平成22年度は水質調査を11地点で2回、底質調査を6地点で1回それぞれ実施した。

調査地点は、図4－2に示している。

（∋　調査結果

ア　水質

（健康項目）

健康項目（カドミウム、全シアン他5項目）については、曽根港、伊保港、高砂酉港、高砂本港の4地

点で調査を実施したが、全て環境基準以下であった。

（生活環境項目等）

・港湾区域（調査地点①②③⑩⑪）

この区域は河川の流入があり、生活排水、工場排水による影響が比較的大きい。これらの調査地点

のうち、曽根港、高砂西港、高砂本港は環境基準のC類型に設定されており、pH、COD及びDO

の環境基準が定められており、全て基準値以下だった。

また環境基準が設定されていない伊保港、堀川についても、他の調査地点と同様の値を示した。

・高砂地先（調査地点㊨冨咤X萱））

沿岸のこれらの区域はいずれもB類型に設定されており、CODが全地点で基準直を超過した時が

あった0他は基準値以下だった。

・高砂西港沖（調査地点⑥⑨）

高砂西港沖は2地点で調査を実施しており、沖合1．5kmの地点はB類型、沖合3kmの地点はA

類型に設定されている。環境基準との適合状況は、高砂酉港沖3kmで、CODが基準値を超過した

時があった。他は基準値以下であった。

全窒素、全りんについては、高砂西港、沖合1．5kmの地点はⅢ類型、沖合3kmの地点はⅡ類型

に設定されており、環境基準は年間平均値で判断する。全窒素・全りんとも、高砂酉港、沖合3km

で基準値を超過した。

また、高砂西港沖2地点では、大腸菌群数とn－ヘキサン抽出物喪の調査を実施した。大腸菌群数

の環寛基準値が設定されている高砂西港沖3kmでは、基準値以下だった。環境基準値が設定されて

いない高砂西港沖1．5kmでも、低い値だった。n－ヘキサン抽出物質は両地点とも全て検出されず、

環脚直に適合していた。

調査結果は、表4－5、図4－5に示している。

イ　底質

曽根港、伊保港、高砂酉港、高砂本港の6地点（うち高砂酉港3地点）で、カドミウム、鉛、、総水銀、

PCB等の底質調査を実施した。

そのうち、総水銀及びPCBについては暫定除去基準が定められている。調査結果は、いずれも暫定

除去基準内であった。

また、カドミウム、鉛についてはこれまでの結果と比較して特に目立った変化はなかった。

調査結果は、表4－6に示している。
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図　4－3　　調査地点別経年変化（DOは年間平均値・BODは75％値）
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一「－ 天川（天川格）
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図　4－4　河川別月変化
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表　4－4　　平成22年度河川底質調査結果

調査月日　平成22年7月7日

記

【コ‾弓‾

調査 地 点

含水率

（％）

強熱 減 量

（％）

カドミウム

（mg／kg）

鉛

（mg／k g）

総水銀

（m g／k g）

P C B

（m g／kg）

A

天ノ＝

（天川 橋 ）
2 8．5 1．8 6 く0．2 0 15．7 0．02 く0．0 1

B

松相 川

（松 陽 橋）
26．8 2．64 0．27 12．6 0，0 1 く0．01

C

法華 山谷川

（千鳥 橋 ）
18．3 1．0 3 く0．20 4．77 0．02 く0．01

D

加古 川 （江）

（相 生 橋）

備考；暫定除去基準値（4交点の平均値）

総水銀　25mg／kg以上

P CB lOmg／kg以上

報告下限値

カドミウム　0．20mg／kg

鉛　　　　　1．00mg／kg

総水銀　　　0・01m釘短

P C B O．01mg／kg

（注）加古川（相生橋）については、底質採取前に降雨が多い影響により、底質に石

が堆積〉しており採取できなかった。

他地点においても砂が多かった。
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図　4－5　調査地点別経年変化（DO、COD・）
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表　4－6　平成22▲年度海域底質調査結果

調査月日　平成22年5月17日

記

口‾す

調 査地 点

含 水率

（％）

強熱減 量．

（％）

．カドミウム

（mg／kg）

鉛

（mg／k g）

総水 銀

（mg／kg）

P C B

（mg／k g）

a 曽　 根　 港 50．5 11．6 0．69 51．4 0・18 0．039

b 伊　 保　 港 49．5 13．6 0．72 58．4 0．24 0．0 82

C 高砂酉 港 61．1 17．0 1．13 4 5．．4 0．32

①　 5．4 5

②　 2．4 1

③　 1．02

d 高砂 本 港 36．5 8．9 0‘38 29．1 0．78 0．136

備考1；暫定除去基準値（4交点の平均値）

総水銀　25mg／kg以上

P C B lOmg／kg以上

備考2；高砂西港のPCBについては3地点でサンプリングした。

P CB以外の項目については地点②を分析。
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4　高砂本港追跡調査

高砂本港の水銀汚染汚泥は昭和48年から昭和49年にかけて、汚染原因者である鐘淵化学工業㈱高

砂工業所（現㈱カネカ高砂工業所）が汝藻し、その固化汚泥を同工業所内に盛立している。この没藻工

事完了後の追跡調査として、同港内の底質中の水銀含有量調査及び固化汚泥盛立地周辺等の地下水の水

銀含有量調査を実施した。

高砂本港における水銀を含む底質の除去基準は、4交点の平均値25mg／kgであり、平成22年度の調

査でも4交点の平均値は2．13～2．69mg／kgと底質の除去基準値よりはるかに低い値であった。

また、同工業所の運河閉塞部及び固化汚泥盛立地周辺の地下水の水銀含有量調査結果は、すべて不検

出だった。

これらの結果から、同港における新たな水銀汚染はなく、また、運河及び固化汚泥盛立地からの2次

汚染は認められなかった。

調査地点概略図は図4－6、調査結果は表4－7に示している。
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表　4－7　　平成22年度高砂本港水銀追跡調査結果

（1）底　質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査日　平成22年9月14日

調査地点 総水銀 （喝 ／kg） 備　　　　　 考

1 3 ． 9 8 ・分析 は環 水管第 12 7号 （昭和6 3年9月8 日） の底質調 査方 法

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 ． 3 5

3 ． 4 0

2 ． 0 2

2 ． 6 5

1 ． 3 4

1 ． 3 5

1 ． 4 7

1 ． 3 1

4 ． 1 1

1 ． 5 9

に よる。

・測定値 は、乾泥換 算値 である。

・港 内 4 交点の平均値 2．13 ～ 畠．69 mg／kg

　 ＼

（2）地下水

調　 査　 地　 点 総 水 銀 （mg／ 丘 ）

1 6 ＜ 0 ． 0 0 0 5

1 7 JJ

2 0 JJ

2 1 JJ

2 2 JJ

2 3 JJ

2 4 JJ

5　高砂西港等追跡調査

高砂西港PCB汚染汚泥波藻工事は、昭和51年8月に、また、大木曽水路PCB汚染汚泥処理工事

は、昭和54年6月にそれぞれ完了したところであるが、その後の同地域のPCBによる影響を把握す

るためPCBの追跡調査を実施した。

結果はすべて不検出であり、2次汚染は認められなかった。

調査地点は図4－7、調査結果は表4－8に示している。
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調査地点
調査項 目

名　 称 N O ．

雨　　 水 1 ・2 P C B

地 下 水 3 ～ 9 P C B

大　　 気 1 0 ・1 1 P C B

上流排水 1 2 P C B ・C O D

海　　 水 1 3 ～ 1 5 P■c B

下流排水 1 6 P C B ・C O D

高
砂
酉
港

㈱
カ
ネ
カ

高
砂
工
業
所

●13

大

木

水

路

三
菱
重
工
業
㈱
高
砂
製
作
所

図　4－7　高砂西港等追跡調査地点図
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表4－8　平成22年度高砂西港等追跡調査結果

項　 目
P　　　 C　　　 B C　 O　 D

調査地点 N o 第 1 回 目 第 2 回 目 第 1 回 目 第 2 回 目

雨 水

（m g伯 ）

1 N D　 7 月 21 日 N D l0 月 19 日

2 N D　 7 月 14 日 N D l1 月 22 日

地 下 水

（m g畑 ）

3 N D　 7 月 2 1 日 N D 10 月 22 日

4 N D　 7 月 2 1 日 N D l0 月 22 日

5 N D　7 月‾21 日 N D 10 月 19 日

6 N D　 7 月 2 1 日 ■N D 10 月 18 日，

7 N D　 7 月 2 1 日 N D l0 月 18 日

8 N D　 7 月 27 日 N D 10 月 19 日

9 N D　7 月 27 日 N D l 0 月 19 日

大　 気

（〃g／m 3）

10 N D　7 月 L2 1 日 N D l0 月 22 日

11 N D　 7 月 22 日 N D l0 月 18 日

上流排水 ‾

（m g畑 ）
12 N D　 7 月 2 1 日 N D 10 月 18 日

l

5．7 5．9

海　 水

（m g畑 ）

13 N D ウ月　20 日 N D 10 月 20 日

14 N D　7 月　20 日 N D l0 月 20 日

15 N D　 7 月　 20 日 N D l0 月 20 日

下流排水

（m g佃 ）
16 N D　 7 月 2 1 日 N D 10 月 18 日 5．0 5．5　－

備考1　水質のNDは、0．0005mg佃未満を示す。
2　大気のNDは、0．05′上g／m3以下を示す。
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